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sequential star formation




	大マゼラン雲の星形成領域N11について
	はじめに
	N11について
	N11について
	N11について
	観測
	近赤外のイメージ
	2色図
	OB型星の分布
	YSOの分布
	コントア
	絞込み
	YSOの分布（絞込み後）
	分子雲とYSO候補の分布
	まとめ

